
国労：純損益幅が縮小している。職場では労働

者が経費節減、期末手当の見直し、一時帰休など

犠牲を払っている。単体で5140億円の利益剰余金

もあり、この間の労働者の努力に応えるべきだ。

会社：次年度以降も厳しい状況にあることを踏

まえれば雇用を守ることが優先であり、国労の要

求に応えることは非常に厳しい。

国労：「厳しい状況」ばかり強調し、労働者は

気力を失っている。会社として具体的に明るい展

望を示すべきである。

会社は社会的使命を果たし労働者の期待に応えろ！
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国労要求（6ヶ月）に応える体力は十分にある

第３回春闘交渉（2021年度期末手当等）を行う


